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区分

地域

1 26 60 61 113 110 874

1 4 14 14 35 69 332

2 30 74 75 148 179 1,206

区分

地域

469

部

長

班

長

469 14

団

員

副

分

団

長

地 域 別 消 防 団 編 成

46.4

計

1,245

安　　中　　市

12.3

13.4

分団数 平均年齢 平均勤続年数

平成30年4月1日

高 崎 市 1,520 1,245 58

萩 原　 哲 也

地 域 別 消 防 団 員 数

42.4

地 域 別 消 防 団 長

団　　長　　名 就 任 年 月 日

高　　崎　　市 髙 𣘺𣘺　 喜 良 令和4年4月1日

定員 実員

安 中 市 545

高 崎 市

安 中 市

団

長

副

団

長

分

団

長

合　　計

地 域 別 消 防 団 車 両 数

車 両

消防ポンプ自動車 可搬積載車 その他 合計

1,714

76

安 中 市 20 16 3 39

高 崎 市 51 12 13

115合　　計 71 28 16

(令和４年４月１日現在）
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平成25年10月1日には、消防団にとって組織の活性化、次世代の担い手育成などを目的として学生分団

を発足し、分団数は58個分団となった。

 平成18年1月23日の倉渕村・箕郷町・群馬町・新町の合併、平成18年10月1日の榛名町の合併、平成21年

6月1日の吉井町の合併に伴い、それぞれ合併町村の消防団を倉渕・箕郷・群馬・新町・榛名・吉井方面隊

とし、旧町村時の分団をそのまま引継ぎ合計62個分団、定員を1,520人とした。なお、吉井方面隊は平成

24年4月1日に12個分団から7個分団に再編し、分団数は57個分団となった。

東 部 方 面
隊 副 団 長

20人第 15 分 団 大 類 地 区

24人

24人

第 6 分 団 片 岡 地 区

（１）沿革
（令和４年４月１日現在）

（２）組織　　（定員1,520人）
第 1 分 団 塚 沢 地 区 20人

 昭和22年、それまでの警防団が廃止され、高崎市消防団が設置された。団員760人。昭和29年、改組を

行い、新市内の分団を40人、旧市内の分団を25人とし、定員を228人とした。昭和30年、新高尾・中川・

村の合併に伴い、第16分団を設置、定員548人とした。昭和35年、改組を行い各分団の定員を25人とし、

副団長1人増員、定員429人とした。昭和38年、倉賀野町合併に伴い第17分団を設置、定員を463人とした。

八幡・豊岡・長野村の合併に伴い、第9分団から第13分団まで、5個分団が新設され定員388人とした。

昭和31年、八幡・大類村の合併に伴い第14分団、第15分団を設置、定員を508人とした。昭和32年、岩鼻

昭和40年、群南村合併に伴い、第18分団、第19分団を設置、定員を553人とした。昭和44年、副団長を4人、

定員554人とし、方面隊別担当区域制を導入した。

17人東 地 区第 4 分 団

21人

第 12 分 団 豊 岡 地 区

15人第 3 分 団 中 央 地 区

滝 川 地 区

第 18 分 団 京ヶ島　地区

東部方面隊長

第 19 分 団

西 部 方 面
隊 副 団 長

第 11 分 団 八 幡 地 区西部方面隊長

南部方面隊長

倉賀野　地区

第 14 分 団

第 17 分 団

第 16 分 団

25人

32人

17人

第 2 分 団 17人

南八幡　地区

15人

第 8 分 団

21人

21人

南 部 方 面
隊 副 団 長

13人

19人

13人

第 5 分 団 南 地 区

佐 野 地 区

特 設 分 団

岩 鼻 地 区

東西南北方面隊

第 7 分 団

北部方面隊長
北 部 方 面
隊 副 団 長

第 9 分 団 新高尾　地区

六 郷 地 区

19人

19人

北 地 区

第 10 分 団 中 川 地 区

第 13 分 団 長 野 地 区

倉渕町２区

第 5 分 団 倉渕町５区

21人

高崎市長 団長 第 1 分 団 倉渕町１区 22人

第 2 分 団 12人

第 3 分 団 倉渕町３区 14人

第 4 分 団 倉渕町４区 14人

16人
倉渕方面隊長

倉 渕 方 面
隊 副 団 長

第 6 分 団 倉渕町６区 14人

第 7 分 団 倉渕町７区 21人

第 8 分 団 倉渕町８区 15人

ラ ッ パ 隊 倉渕地域 各分団所属

高崎市消防団
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22区、23区、24区、
34区、35区、36区、

25区、26区、27区、
28区、29区、30区、

30人

14人

24人

22人
12区、13区、
14区、15区

16区、17区、18区、
19区、20区、21区、
33区

1区、10区、
11区

第 1 分 団 群馬南部地区 45人

箕郷方面隊長
箕 郷 方 面
隊 副 団 長

第 2 分 団

車 郷 地 区

45人
群馬方面隊長

群 馬 方 面
隊 副 団 長

第 1 分 団 箕 輪 地 区 23人

第 2 分 団

柏木沢・生原地区

19人

箕郷地域 11人

第 3 分 団

群馬中央地区

19人

喇叭特設分団

第 3 分 団 群馬北部地区 46人

ラ ッ パ 隊 群馬地域 各分団所属

第 1 分 団 1区、2区、3区の一
部、8区の一部 17人

18人

18人

14人

榛名山・榛
名湖地区

第 4 分 団 下室田地区

17人

17人

第 3 分 団 中室田地区 20人

14人

16人

21人

榛名方面隊長
榛 名 方 面
隊 副 団 長

新町方面隊長
新 町 方 面
隊 副 団 長

第 2 分 団
5区、6区、3区の一

部、4区の一部、8区の

一部

第 7 分 団

第 4 分 団 9区、10区

第 3 分 団
7区、3区の一
部、4区の一部

第 1 分 団

第 2 分 団 上室田地区

第 5 分 団 上里見地区

第 6 分 団 中里見地区

第 2 分 団

下里見・
上大島地

15人

第 8 分 団 本郷地区 14人

第 9 分 団
宮沢・十
文字地区

23人

第 10 分 団
神戸・三
ツ子沢地

20人

第 11 分 団
高浜・白
岩地区

20人

ラ ッ パ 隊

　本部付女性団員  9人

　学生分団 49人

15人

32人5区、6区、7区、
8区、32区

2区、3区、4区、
9区、31区

第 5 分 団 29人

第 6 分 団

吉井方面隊長
吉 井 方 面
隊 副 団 長

第 4 分 団

第 7 分 団

第 3 分 団

榛名地域
ラッパ長1人
他各分団所属

第 1 分 団
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51 12 13 76

181,000 150,000

そ　の　他 合　　　計消防ポンプ自動車 可搬積載車

72,000

（７）車両数

副分団長

58,000

1,245 802

報酬（年額・円） 263,000 103,000

1,245

（６）階級別報酬

団　長

235

団　員

44,000

分団長

91 1172 81 35 1,127

部　長 班　長副団長

（５）職業構成及び就業形態別の状況

職業構成

合計

就業形態

その他 家族従業者被用者
合計

公務員 特殊法人
等公務員
に準ずる

職員

その他
(学生含む)国家公務員 地方公務員

自営業者

合 計 1 26 60

平 均 年 齢 66.0 56.3 48.8 42.4

1,245

40.546.9 45.7 44.7

65

87411061 113

1

5 5

4 1 161 歳 以 上 1 19 27

18 19 108 183

5 3256 歳 ～ 60 歳

246

51 歳 ～ 55 歳 10 17 11

26 38 32 12846 歳 ～ 50 歳 1 21

11 7

202

41 歳 ～ 45 歳 8 8 29 28 174 247

7 15 14 16336 歳 ～ 40 歳 3

80

31 歳 ～ 35 歳 1 2 4 8 88 103

1 3 4 7026 歳 ～ 30 歳 2

21 歳 ～ 25 歳 67 67

18 歳 ～ 20 歳 25 25

12.3

（４）消防団員の年齢

　　　　　階　級
団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

17.9 16.2 15.0 10.0平 均 勤 続 年 数 41.0 26.7 20.5

合　計
年　齢

30

合 計 1 26 60 61 113 110 874 1,245

1 1830 年 以 上 1 9 1

150

25年以上 30年未満 5 9 6 8 5 34 67

12 21 15 7320年以上 25年未満 8 21

209

15年以上 20年未満 2 18 22 39 29 82 192

13 20 33 13610年以上 15年未満 1 6

280

5 年 以 上 10 年 未 満 1 5 5 18 21 193 243

7 2641 年 以 上 5 年 未 満 2 7

勤続年数

1 年 未 満

（３）消防団員の勤続年数

　　　　　階　級
団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

74 74
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安中市消防団

（１）沿革 （令和４年４月１日現在）
平成の大合併により平成18年3月18日旧安中市と旧松井田町が合併し、新安中市が誕生すると同時

に安中市消防団設置条例を制定して、現在の安中市消防団が発足した。
　1本部、14分団、35部、団員数545人で消防ポンプ自動車21台、小型ポンプ積載車18台で組織され、
地域の実情に応じた体制が維持された。
　消防団は、「自らの地域は自らで守る」という精神に基づき、消火・防災活動はもとより、平常時
の啓発活動など幅広い分野で地域防災の要として重要な役割を果たしているが、消防団を取り巻く社
会環境も大きく変化し、就業構造の変化、住民意識の変容等に伴い、昼間出場できる団員の減少、団
員のサラリーマン化等さまざまな課題に直面している。

（２）組織　　（定員545人）
第1部 中宿 12人第１分団　安中地区

正副分団長 第2部 谷津 11人

第1部 原市上町 12人

第2部 嶺 8人第２分団　原市地区
正副分団長 第3部 八本木 11人

第4部 郷原 12人

第1部 鉱泉地 14人第３分団　磯部地区
正副分団長 第2部 登城 12人

第1部 中野谷 11人

第2部 鷺宮 13人

12人

10人

第1部 岩井 8人

第４分団　東横野地区
第3部 上間仁田 12人正副分団長
第4部 下間仁田 10人

正副分団長
第3部 大谷

第５分団　岩野谷地区
第2部 野殿

副団長 正副分団長

第1部 下秋間 11人

副団長
第７分団　秋間地区

第2部 中秋間 12人
正副分団長

第６分団　板鼻地区
第1部 板鼻 17人

安中市長 団長 第3部 東上秋間 12人

副団長
第1部 下後閑 11人

第８分団　後閑地区
第2部 中後閑 8人

副団長 正副分団長
第3部 上後閑 12人

第1部 新堀 12人第９分団　松井田地区
正副分団長 第2部 松井田 16人

第1部 横川 11人第１０団　臼井地区
正副分団長 第2部 五料 15人

第1部 坂本・原 20人第１１団　坂本地区
正副分団長 第2部 入山 人

第1部 人見 16人
第１２団　西横野地区

第2部 二軒在家 11人
正副分団長、正副ﾗｯﾊﾟ長

第3部 八城･行田 19人

第1部 下増田･高梨子 19人

第１４団　細野地区
正副分団長

第１３団　九十九地区
正副分団長 第2部 国衙･小日向

第2部 土塩･新井 10人

第1部 上増田 14人

20人
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（３）消防団員の勤続年数

階　級
団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

勤続年数

1 年 未 満 13 13

1 年 以 上 5 年 未 満 3 73 76

5 年 以 上 10 年 未 満 2 15 76 93

10年以上 15年未満 1 2 11 29 54 97

15年以上 20年未満 2 3 10 12 40 67

20年以上 25年未満 2 5 3 5 5 39 59

25年以上 30年未満 4 4 4 4 20 36

30 年 以 上 1 2 2 2 3 1 17 28

合 計 1 4 14 14 35 69 332 469

平 均 勤 続 年 数 31.0 27.5 24.3 22.8 18.1 13.3 11.9 13.4

（４）消防団員の年齢

階　級
団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

年　齢

18 歳 ～ 20 歳 0 0

21 歳 ～ 25 歳 8 8

26 歳 ～ 30 歳 3 16 19

31 歳 ～ 35 歳 2 30 32

36 歳 ～ 40 歳 1 2 2 9 46 60

41 歳 ～ 45 歳 1 1 6 14 66 88

46 歳 ～ 50 歳 4 2 10 20 63 99

51 歳 ～ 55 歳 1 3 4 10 13 59 90

56 歳 ～ 60 歳 1 2 3 2 5 5 22 40

61 歳 以 上 1 2 3 2 3 22 33

合 計 1 4 14 14 35 69 332 469

平 均 年 齢 60.0 59.0 52.4 52.2 50.2 46.5 45.3 46.4

（５）職業構成及び就業形態別の状況

職業構成

合計

就業形態

合計
公務員 特殊法人

等公務員
に準ずる

職員

その他 被用者 自営業者 家族従業者 その他
国家公務員 地方公務員

469

（６）階級別報酬

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

2 31 6 430 469 343 94 19 13

報酬（年額・円） 271,000 232,000 184,000 154,000 118,000 82,000

20 16 3 39

46,000

（７）車両数

消防ポンプ自動車 可搬積載車 そ　の　他 合 計
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